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今年の文化祭はとてもいいものになったと思います。
理由は、初めての文化祭だった私達7年生も大きな声を出し、合唱を歌い終えることが出来たからです。
私は、パートリーダーとして先生方や他のパートリーダーと協力し、7年生のみんなをまとめ、合宿練習に努めました。
来年は上級生として7年生のお手本になりたいです。

7年　　井土　愛香

僕が、中学校の最後の文化祭を通して感じたことは「みんなが楽しんでいた」ということでした。
歌も劇もスピーチも発表も、どれか一つかけていると完ぺきにはできなかったと思います。
そして僕が一番すごいなと思ったのは展示物です。一つ一つに個性がでていて本当にすばらしいと思いました。
7年、8年生にはこれからも玄海中の顔としてがんばってほしいです。

9年　文化委員　岡山　真人

文化祭おつかれさまでした。今年の文化祭はスローガンのように一人一人が輝ける文化祭になっていたと思います。
普段の学習を通して作ったものや活動を保護者の方々やお世話になっている
先生方にみせることができていたのでよかったと思います。
今年の文化祭をとおして学んだことをこれからの学校生活にいかしてほしいです。

9年　文化委員長　宗岡　仁

ふれあい合宿は成功したと私は思います。３日間、スローガンに沿って行動し、班全員で協力して活動をしていたからです。
７年生全員が楽しく学んで帰ってこれました。しかし、課題もありました。一番大きいものは『返事・挨拶』の声です。
私は、ふれあい合宿を「成功」から「大成功」にしたいと思っています。

実行委員長　７年１組　山谷　眞子

僕はふれあい合宿副実行委員長兼班長として、班員をしっかりまとめることができました。７年生が成長したことは、
ON・OFFのメリハリをつけて行動することができていたことや、先生に言われる前に行動できていたことです。課題は、
他団体とすれ違ったときに自分からすすんであいさつをしていない人がいたことです。
これからは、みんながほかの人とすれ違ったときに、相手に聞こえるようなあいさつをしていきたいです。

副実行委員長　７年２組　山口　凌典

文  化  祭

みあれ祭

宿泊体験
10月19日に第78回文化祭が行われました。

9年生の劇、7、8年生のステージ発表など日頃の練習の成果を発揮していました。

午後は夢プロジェクトとして古賀竟成館高校のチアリーディング部をお招きしました。

迫力のある演技に生徒も先生方も大盛り上がりでした

7年生は9月10日から3日間、夜須高原へふれあい合宿に行ってきました。

「楽学(らくがく)両道～みんなで成長しよう～」というスローガンのもと、

ハイキングや野外炊飯などみんなで協力して様々な活動をしました。

10月1日、宗像大社でみあれ祭の陸上神幸が行われ、7年生と8年生が参加しました。

7年生は雑色衣と巫女衣装、8年生は法被を着て神璽をのせた神輿行列とともに

玄海コミセンから宗像大社まで歩きました。

私は今回の文化祭は、玄海中の文化を全面にだして、見る人もそれを感じることのできたという面で大成功の「文化祭」だったと思います。
しかし、私は特にその「裏」とも言える集団の成長の軌跡や顛末に感動を憶えました。
例えば、私が所属する8年1組では文化祭の合唱練を通して段々とそこに一体感が生まれ、互いの仲を深める理由のひとつになっていきました。
私は、ひとつの行事に向かって集団がどんどん成長していくのを実感し、とても感激しました。
そして玄海中学校という大きな集団もこの文化祭を通して動いたと感じています。その中心を担ったのは9年生でした。
私は役員という立場から、文化祭のためにせわしなく動く9年生の姿を間近に見てきて、来年への自信をなくしました。
来年は私達8年生の番だからです。今年の9年生に負けないよう、来年までには8年生全体として頑張っていきたい、そう深く実感しました。

8年　　井上　大雅

10月19日に文化祭がありました。私達9年生にとって最後の文化祭でした。7・8年生のステージ発表では職場体験やふれあい合宿で学んだことを
分かりやすくまとめていました。9年生の劇では、一緒に練習してきたからこそわかるとてもすばらしい劇になっていたと思います。
今回の文化祭は3年間の思い出のなかで最高のものとなりました。

9年　文化委員長　山本　結月



職場体験 9月10日から12日までの3日間、地域の17事業所のご協力のもと

8年生が職場体験学習を行いました。

働く意義を学び、地域の中で人の役にたつ喜びを体験できた3日間でした。


